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【内容紹介】 

自然の力を活用した四万十川再生に向け

た提言!! 

日本最後の清流と称される四万十川だが、

その美しいイメージとは裏腹に水質悪化

は年々進行している。 

傍観は許されない状況に対して、科学的調

査により現時点での水質汚染の実態を明

らかにするとともに、 Nature Based 

Solutions(NBS)という自然の力に基づい

た水資源・自然再生技術を紹介する。 
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2022年 7月 3日 四万十川の河川環境調査： 四万十川・窪川地区 

2022年 7月 4～5日 四万十川の河川環境調査： 四万十川下流域と西土佐地区調査 

2022年 11月 14日・16日 四万十川中流域調査： 津賀ダムと窪川地区 

2022年 11月 14日・16日 四万十川下流域調査  

2023年 2月 28日 四万十川下流域と 2月 27日 窪川地区 

2023年 2月 27日～3月 1日 四万十川の環境調査： 

 津賀ダムと梼原川調査並びに高知県・四国電力の会合記録 

2023年 8月 4日・5日四万十川シンポジウム 

2023年 8月 4日（金） 四万十市・5日（土） 四万十町で開催 

 2023年 8月 5日 公益財団人トンポと自然を考える会との会合 

2023日 9月 12日 四万十川下流域と西土佐地区の水質環境調査：  

トンボ王国訪問を含む 

2023年 9月 11日と 13日 津賀ダム調査と四万十川窪川地区調査 

2024年 1月 15日～17日 四万十川中流域窪川地区、佐賀堰の調査 

2024年 1月 16日四万十川下流域と黒尊川、西土佐地区広見川、奈良川と三間川調査 

 ・おわりに 
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